こんな症状のとさは、故障や事な 
の防止のため、必ず販売店に点ち 
(有料)をご巧設< ださい。 


• ご使用中、コード • 差込みフラグび異常に熱く 
なる 

♦焦げ < さいにおいびする 

♦製品の一部に割れ • けたつき .ゆるみがある 

♦その化の異常や故障びおる 



IH 巧飯ジヤー保証害 


持込修理 


取扱説明書•本体表示などのを意書きに従った使用が態で保証期間内に巧居した場合には、巧料修理いたします。製品と本書を 
ご持参のラえ、お買し)上げの販売店にお申しつけくだをい。製品のある場所での出張修理や製品輸送の場合は、出張料や輸送料 
などの実費を申し受けます。 


型名 


NP-GFO 已 


夕巧名刖 〇 

お_ 

さ 干 

様ご住所 

《お貝い上げ曰※販売店を•住所 
年月日 

巧証期間 
ぉ買い上げ日よ0 

本体1年 B 

※印巧に記入のない場合は無効となりますので、必ずご確認ください。 

1. ご転居•ご贈答品などでお頁い上げの販売店に修理をご依頼になれない巧合は、巧社のお客なご相談窓□にご連結くださし、。 
呂.保証期間内でを次の場合には有料あ理になります。 

(イ)使用上の誤 D や不当な修理•改勘こよる故巧および損お。 

(口お買し化ばをの输を•移動•落下などによる故障および損傷。 

(八)义が•地度•が 害 •落蜜•その他の天災おを、公 客 •巧香 •虫害 •ガス 害 (硫化ガスなど)、異巧窜圧•指定かの使巧 巧 源 
(巧圧•周お数)などによる巧時および巧巧。 

(二)一般を庭用 iu か(たとえば業巧用など)に使用さ n た場合の巧 巧 および 巧な。 

(ホ)車闹’舱倘などに巧 載 さ〇た巧合の故 巧 および 巧な。 

(へ)本奋のご巧おびない場を。 

(卜)本害にお買い上げ年月日•お客様を•販売店をの記入のない場合、あるいは字句を害をかえ5れた巧を。 

(チ)消耗品などの交巧。 

3. 本害は曰本国巧においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

4. 本書は盗難•义災などの不可巧力攻がでお失された場合は再発行いたしませんので、大切に巧管してください。 


♦お客樣にご記入しすこだいた記載巧容は、お証期間巧のヴービス活動およぴそのをのま全点が活動のために利用させていただく 
場合びございますので、ご了穿:<ださい。 

♦この保証害は、本害に明示した期間•条件のもとにおしで無料修理をお約束するものです。したびって、この保証きによって保証害 
を発行しているち(保証責任ち)およびそれなかの事業者に対するお客巧の法律上の権利を制限するちのではおりませんので、 
保証期間経週をの修理などにつしでご不明の巧合は、お頁し)上げの販売店または弊社のお客様ご相談お口にお問い合わせくだ 
さし、。 

を ED 7 ホ-ピン株式ミな 

于 530*8511 大阪市化区天満 1 T 目20を5号 a (06) 63已 6-24 己1 



ご使用中止 


1— 


NP - GI = 型 ©@® 


か musm 



IH 炊飯ジャー 

推紙 

囊 NP - GF 05 型 凸已 4 L サィス 
取扱説明書•お料理ノート 



♦このたびは、お買し)上げし、ただき、まことにありびとう 
ございました。 

♦取扱説明書をよ < お読みのラえ、正しくお使いくださし、。 
お読みになったあとは、大切に保管してください。 



ち< じ 

お使いになるまえに 


ま全上の S を意 . 2 

ち部のなまえと扱い方 . 4 

米のお話 . 6 

おいしく巧いて-おいしく保温 . 7 


使い方 

ご巧の巧を方 

巧^的な5^^ を巧 ••• •••••• •••，••••• •••••• •••••• •••S 


いろいろなご巧をげく . 10 

ほめ保温商め保温 . 12 

あつたか再加熱 . 13 

時刻の合わせち . 14 

報知音の種巧と切りかえ方 . 14 

タイマー予約の旗 . 1百 

バンの作り方 . 1白 

お料理ノート 

五目ご巧 t 草がゆ . 18 

山巧おこわ玄米の炊きこみご飯 . 19 

丸パン . 20 

ごはん入0丸パン . 21 

フオカツチヤ . 吕吕 

メ □ンパン . 23 

お手入れ 

お手入れ . 吕4 

部品の交換 • 購入についで . 2已 


困ったとをに 

巧障かなと思ったとを…- 
こんな表示をしたとき… 

ア フターサー ビス . 

お客様ご相談窓 □. 

仕お . 

保証書 . 
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ま全上のご注意 化ずお守0<だをい 


お使いになる人や他の人へのを害、財産の損害を未がに防止するため、なずお巧りいただ< ことを説明してし、まず。 
■おった巧し、方巧したときに生じる筒をや損きの程ち巧、 ■お守りし、ただく内容を、次の区分で説明してし巧ず。 


I おつた巧い方巧したときに生じるを巧や損害の程ち巧、 
次の区分でが巧しています。 


A 警告 

死 t や重傷に結ぴつ<恐れびある" 
内容です。 

A を意 

軽傷または家屋 • 家財などの損害に 
結びつ < 恐れびある内容です。 ノ 


してはいけない r 禁止」内容です。 

〇実行しなければな日ない「指示」内容です。 




巧追はしない。また、巧垣技術ちかの人は 
分がしたりな理をしない 

义が•感電•けびの原因になります。修理はお買い 
上げの販売店または巧社のお客様ご相談を□に 
ご相談 < ださい。 


Am 与 

* の人は 




巧な□に手を曲れない 

やけどをずることびあります。 

特に乳巧巧にはをね5せないよラご注意くだをい。 


巧巧中は巧巧にかぶたを脚すたりちのさせない 

やけどをする恐れびあります。 

コードや差这みプラグびなんでいた0、 
コンセントの童し込みびゆるいときは 
巧用しない コン早ン h 


感電•ショート•発乂の 
原因になります。 


織 




めれた手で差这みブラグ巧な巧萬ししない 
感電’ けびをずることびあります。 


水につけたり、水巧かけたりしない 
本体内册こも水を入れない 


0 


ショート’感里の恐れがありまず。 


本巧ち部の巧気□やずき旧にピンや針金 

および金属巧などの異相!を 

入れない 


感電 • 異常動作してけびをする 
ことびあります。 


€Etwmi 


モ巧だけで巧ねせたり巧巧の手の届くところで 
使わない 

やけど •感里 •けがをする恐れびあります。 


取巧お明害•お科理ノートに記巧の炊巧•巧が 
i てンメニユーながの用適こ巧わなし、 

-食がをボ I 」袋などに入れて加熱する料理 
. クッキングシートなどの落としぶたを入れた料理 
や琴し物 

蒸気経をなどび詰まる原因になります。 


〇 


* 込みフラグ 

コードを傷つけない 

無理に巧げたり、弓 I コ巧った D ， ねじったじたばねた0、 
离温部に近づけた0、まいをのをのせた0、巧み込ん 
だり、加工したりするとコードび破損し、义災•感電の 
原因になりまず。 

交流1 00 V じけ中では巧用しない 

义が•感里の原因になります。 

是込みプラグに巧巧を当てない 

コンセントに差した差込みフラグに該気を当てると 
シヨート•発乂の原因になります。スライド式テーブル 
では差込みプラグに蒸気が当たらない位置でお使 
いください。 


差这みプラグはコン ■ K / KOII までしつ方 'DMUaC 

感電•シヨート発煙•発乂の原因にな0まず。 

定格1已 A 1 U 上のコンセントを単巧で巧ラ 

化の器具と併用すると分岐コンたント部び異常 
発熱して発火することびあります。 

差込みプラグの巧（プラグの巧巧！）および巧の 
巧元にほこりび付 ff している巧合は、よくふく 

义災の原因になります。 


•お頁い上げの製品と本さに品貴したイラストは異なることがあ0まず。 
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〇 


A 警告 


異巧.巧障時には直ちに巧用を中止するそのまま使用すると発煙.発义.感里.けがにまる恐れびあります。 
く異巧•巧障例> •差込みフラグ•コードび異苗に熱くなる 

• コードに傷びついた D 、 巧れると通電した D しなかったりする 
. 本体びをあしたり、異常に熱い 
• 本体から煙び出たり、焦げ<さいにおいびする 
.本体の一部び割れたり、ゆるみやびたつさびある など 

このような巧合は、ずぐに差込みプラグを巧いて、巧巧店に化ず点巧，條理巧巧頼ずる 




A 注 


0 


巧用中や巧用直後は、高温巧に巧れない 
またがぶたを聞けるときの蒸気:、ご巧を 
ほぐずとをには、手が 特に巧ぶたセット•づ 
なべなどに当た S な なべなどのを iSSR 义 
ぃょぅにを意ずる 分 P 

やけどの原因になります。 


本体を持ち厘ぶとをは、 

プッシュボタンに触れない 

巧ぶたび拥いて、けび•やけどを 

ずることび友りまず。 

プッシュ tK タン 


不巧定なち所やみに巧し、巧巧の上では巧用しない 

义巧の原因になります。 

アルミシート•巧気力ーペットの上で巧用しない 

乃レミ材ぴ菊巧し、発煙•発火の原因になりまず。 

巧 S 巧巧がホ足しているスライドなテースレで 
は巧わない 

スライドすテーブルび巧損して炊度ジャーび落下し、 
けび-やけどの原因になります。 

荷重強度は、 12 kgiu 上のものをお使いください。 





を 

〇 


水のかかるところや、义気の近ぐでは使用しない 

感至•届ち•をあの原因にな日ます。 

ち用なベな州ホ巧。しない 

なべび過熟したり、異甫動作の原因になります。 

壁やま具の近くで巧わない。キッチン用収巧畑など 
で巧うときは、中に巧気びこをらなしなうにずる 

巧気または巧で壁やま具を傷め、を色•変おの原因に 
なりまず。 

巧巧時なかは、差这みプラグをコンセントから巧< 
けび•やけど•お緑ち化による感電•為里义災の原圆こ 
なりまず。 

お手入れは冷めてか5巧ラ 

ち湿部に触: n 、 やけどの恐れげあります。 

塞込みブラグを巧くときは、コードを持たずに 
化ず巧端の差込みプラグを持って引き巧く 
感お•シヨートして巧乂することびありまず。 

コードを卷き巧るときは差込みプラグを持って行う 

差込みプラグび当たって、けびをずることびあります。 

むベースメーカーなどをお使いの方は、视品の 
ご使用におたつて医師とよ < ご相談 < だをい 

本製品の!!)作びベースメーカーにお奮をちえることびちります。 


お願い 


巧巧に巧いわのを近づけない 

テレビ•ラジオ•インターホン•無篇巧•電話な。ま、雑音の入る 
巧れぴあ D まず。キャッシュカード•自動改ホし用定期き‘カセット 
テー^どは、記巧び消える恐れびありまず。 

本な:術に巧気 □) には、麻きんなどをかけない 

本なやがぶたなどのをお‘ををの原因になります。 

なべに«ホつけた0巧巧をせない 

ラまくがけない原因になります。 

本な巧巧やなべにご巧なや米巧などの異物びつし、たまま 
巧用しない 

ラまく奴けない原因になります。 

をだきをしない 故障の原因になります。 

IH クッキングヒーターの上で巧わない 

故障の原因になります。 


水をかけたり水分をさんだものの上に 旦 かない 

感電•故障の原因になります。 

直が曰巧び当たる所で巧わない 

ををの恐れびあ0ます。 

化の S 巧な翻こ巧巧び当たる場所では巧巧しない 

お気により、電気お器の火災•故障•変を•変形の原因になります。 

本体ほ部のほ気□巧ふさぐような場所地•巧•じゅうたん I 
ビニール袋•アルミシートなどの上)で使用しない 

巧居の原因になります。 

本な:や本体のまわりは、巧なにして使用ずる 

機能•性能を維持するため、本体には通気□を設けてありま 
すび、この巧か5ほこ D や虫び入ると巧障の原因にな D ます。 
また、虫などび入り巧障した場合は、有料修理こなりまず。 
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各部のなまえと扱い方 


八ンドル 


かぶたの閉め方 


持ち運ぴのとさに使ラ 


お気ロキャップ 


>巧飯時に巧気が出て高温に 
なるのでを意してください。 


プッシュポタン 


かぶたを開けるときに押す 


操作部 


がぶたは r カチッ J と音ぴ 
するまで確実に巧して 
西める 


4が 



I 確実に閉まっていない、〇~~16( 

場合、の巧中やな温中- 。 

にかぶたが開<恐れび 
あります。 


中央部を巧してくださし、 


是込みプラグ 


コ-ド 


薇口裏側) 


薇口底部) 


化し方差込みフラグを持って引く 

啸マーク LU 上弓芭出さなし、） 

しまいち差这みフラグを持って、2〜 3 cm 
ミいて戻すと自動的にきき込む 




巧熱巧_ 


巧ぷたとつ手庙ち2 力所) 


巧ぶたセットを持ち運ぶとをに使ラ 


巧ぷたパッキン 


なべ 


サイドセンサー 

(本体内側） 



内ぶたセット止め具 

巧ぶたセットの取りはずし•取りつけのと荀こ使う 
’お手入れを、巧ぶたセットを化ず巧りつけまず。 
•P ■呂 5 


ふたセンサー 
巧巧ロパジキン 


巧気口 


しやをじまけ取〇ごけ部 

庙ち2力所） 



しやちじ> 

夕 計量カップ 


しやもじ受け 

A 


]n 白米用 無 洗米専用 

しが 約旧 OmL (約1合）約 171 mL (約1合） 

J 


しやもじまけのつけ方 

•2 力所のツメを本体に強めに押しつけなぴら 
(①)、脚をしやもじ受け取りつけ部の巧に 
差し込む(風 

しやちじ受けのはずし方 

♦しやもじ受けをひねり 
なびらはずす 


しやをじ受け 
取0つけ部 ■ 





操作が 


なべのフッ素が顏は巧用によりお耗しまず。 

•色む5がでをたり、はがれることげありますび、性能や衛生上のま障はありません。人体への影き度)はなく、 
巧飯•巧温をするうえで問題なくご使用し)ただけます。 

•フッ素被膜のはびれび気になるときれなべび変形したときは、唐入できまず。 -* P .2 S 


• キーはお実に巧してください。 

♦巧知音の密化や、 r 巧巧/再加熱 J キー、 r とりけし」キー中央の (* 、 —) は、目の不自由な方へ配巧したものでず。 


彭韦部- 

(すべてを表してし巧ずが、お使いになる中でこのような表示はしません。) 
巧星部を布などでこすると黒い線び出る場合びありますび故障では 
ありません。(静里気による現までありしばらくすると、もとに戻ります。） 


r メニュ ー J キー— 

メニューを達ぶとさに使ラ 

一 P.8 


r 予約 J キー 

食べたい時刻に自動的に炊さ上 
げるタイマー予約欣飯のときに 
使う 一 R15 



n ま温涅択 J キー 

r ほめ保扇」や r 再め保亂を 

ちぶときに巧う 一 P . 12 


r とりけし J キ- 

澡作お定の巧り消しや作曲中 
の機能を中止するとをに使う 


r 時刻含わせ」キー 

モ約時刻や現在時刻を合わせる 
ときに使う 

•^P.14 、 P.15 


— r 巧飯/再加熱 j *- 

ががや巧加熟ずるとをに 
在ラ 



なべを傷ゆないために 


なべのフジ巧が膜はなびつくと、はがれる原因になりまずので、ていねいなお取り巧し巧お願いしまず。 
フジ巧な巧を巧めないために巧のことをおず0 ください。 

く街 i のとき> 

• 米におじっている異巧（石など）を巧りおいてか6米を洗う 
•泡立て器などで洗米しない 
• が巧ジャ ー iU かでは使わない 
• 金属裝のざるをあてて巧おしない 
<巧を上がったとが 
• なべでがを混せない（ずしめしなど） 

• 金属製のおたまは使わない（おかゆなど） 

• たたいたりしない(よそラとさなど） 

〈お手入れのとま> 

• スプーンや食器類を入れない 
• 調は料を使った場合は、ずぐになう 
• スポンジなどのやわらかいをのでなラ 

•シンナー•ペンジン•みびきお•たわし類（ナイ□ン•金属裂など)•漂白剤などを使わない 



お巧5せ 


己 











米のお話 


米の呼びち 


•米は精米や加工のしかたにより巧び名びかわりまず。 


はし佩 


r めか層と胚芽」びだんだん除かれていく 


をみ殻めか届 





今 


はしが 


をみ 


Wk 

3»：5を 

日分づき 

7分づき 

白米 

をみか百 

玄米から 

玄米から 

玄米から 

玄米から 

をみ鼓を取り 

r めか居と胚芽」 

「めか届と胚芽」 

「めか届と胚芽」 

「めか居と胚芽 J 

除いたもの 

を約3割取り除 

を約5割巧り 

をあ7割取り 

を完全に巧日 


し、たもの 

おいたもの 

おいたもの 

おいたもの 


isst^ 

醜の表面に 
残る巧かいめか 
を取 D 除いた 
をの 


はし、が 

底穿精米 

を米の胚まを 
残してめか届を 
巧 D 除いたをの 


I 胚す精米は、特殊な精米巧術で精米したもので、 
家庭用精米様ではでをません。お米屋さんで、 
ご購入ください。 



発す玄米 

玄米を加工して 
胚芽の部分び 
膨百んで芽び 
出る寸前のをの 


I 普通の玄米に比べ、やわ日かく食べやすいように 
加工されてし)ます。またお養素の一つである 
ギヤノて(ガンマーアミノ酪酸)び、をく含まれてし巧す 


♦この苗!品は金ちががおいしくかける r 金す米 J メニューをな載していまず。 


を穿*のけ■は、当 M 品巧届の 
r 無历米専用 J 肝■カップを 
がご但用くだをい。 

また、水の■は r 白米 J のホ巧 
目盛にをねせてくだをい。 


r 金す米」は卜 一3 —ライス株式会社の登録商標でず。 



r を巧 Kj についての細いさわせは 
卜ーヨーライスおぎ様相談ま 

画0120 -61-7550 

月曜〜金111日までの9:00〜1ス日〇 

は。•が祭日おが语季•巧巧巧の偏拍をなく) 

http://www.toyo-rice.jp/ 


おいしく巧いて•おいしく保 


おいしく巧< 


•米を正しく計る 

おず付属の計量カツフすりきりで計ります。計量米びつや市販のカツフ (200 mL ) では、差び出ます。 


♦手早く洗う「米を手早く r 巧う J ために、水をためるポウルを用ちしてください C 


①すすぐ’ 


②巧う 


⑤ずずぐ‘ 


最初はたつぶりの水で大さく 2〜3回かを 
混ぜ（約10秒政内）、水はすぐに捨てる 
(2 回繰り返す） 

•手の指を立て、米を30回(約1日秒）かき 
混ぜるようにして洗い、そのをたつぶりの 
水で大をくかを混ぜ、がはすぐに捨てる 
これを1セツトとして2〜4セツト繰り返す 
最をにたつぶりの水で手早 <2回すすぐ 


ポウルにためた 
たつぶりの水を 
巧ってすずぐ！ 


ちをなて、かき 
混ぜるぶラに 
巧う！/ 



(①〜③を10分な巧で行えるようにする) 

化しく水加減をずる 


米の種類 

软質米•曲 まな 米 

巧米 古米•願米] 

水加巧 

\ 

水位目盛どおり 

水位目盛より水位目盛より 
かなめ かしみめ ) 


仍ルカ U 度の強い水巧使わない 

アルカ U おの弱いが ( pH 目な下)を使用して< ださい。 
黄変したり、ぺたついたご敵こなりまず。 


白米.«^^1^とが力分のとき 


ぉ愤 i 

クー米穿 水位目盛の 

. か…ーク...塞ホ ........ イ 白米 「社まで 


と-_し單は 
一 力 

卜-け 

05 丄 0.5 で 


水を入れる 


♦巧を上びった6、ずぐにほぐず I 05丄 0.5 を J 

余分な水分び逃げて、瓜っくらおいしくな D まず。 、 - 一 

炊き上びり10分む巧び目やすでをそのままにしておくとご巧びかたまったり、ベたつしすこり、焦げたりします。 


おいし<保活 


•なべの中でご巧を保存ずるち合は、化ず保温巧能を巧う 

♦差込みフラグを巧いたが態、または、保温を取り消した状態で保温機能を使わずになべの中でご飯を 
保存するといやなにおいの原因になります。 

♦ご巧の乾巧 • ベちゃっき • いやなにおい • 密色を防ぐために、このような保温はしない 

♦少量のご飯を長時間保温 

•24 時間 （ r 高め保温」では1吕時間）な上 

♦ご飯のつぎたし ナ r へ • rh & f - が S 

•冷めたご飯からの保温 ^ 

•奴きこみ•おこわなどの具や調お料を加えて炊し、たご飯 ^ ^ 

•コ□ッケ•みそ汁などごが政がのをの /T 、 

•しゃち) U を入れたまま f A 

•み s のご巧はなべ中央にをる 

•保ミ届ずるご飯の量びかなくなった場合は、乾燥したり、ベちゃっきやすくなりまずので、 

なべ中央に盛って保温してください。 \—ノ 

















ご飯の巧ま方 


基本的な巧き方 


•巧めてお巧いになるときは、なべ•巧ぶたセット•巧巧□キャップ•付属品を 
洗ってくだをい。一 P .24 

参工場出荷時の！快巧メニューは!■エゴ MEJ に設定されていまず。 



ク 
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付属の計量カップで策を計る 

ゾ 

ホの計量は、付属の計量カップを 
用い、すりきりで計りまを 


白米•玄米•をまを米 
イ白米用」の計 a カップで 
約旧 OmL (約 1 合） 


米を巧つて、水加脱する 


米の巧し、ち 一 p.7r おいしく巧く/手早く巧う J あお 

平らな台の上で、炊をたいメニューの目盛に合わせて 
水を入れてください。一 P.10 
米を平らにならします。 

がの置は、米のカッフ数に合わせて < ださい。 

* 水に*をなくてをすぐに炊けます。 

漫しておくと、かしやね S かめに巧き上ぴります。 



巧巧米•金3米を巧 < 巧さ 


巧巧米(金奇米)のひと n ひと巧び 
水になじむよがこ2〜3回やをしく 
かを涅ぜでから、水加接をする 

水位目盛は、白米の場合と同じでず。 

♦巧洗米によっ口ま、巧米製法などにより 
米のま面にデンプン質がをく巧っている 
巧合がありまず。米のデンフン質で、水が 
白くにごっていると焦げ•ふをこぼれ•巧き 
上がりが悪くなる場合びありまず。 

白くにごるときは、1〜2度水を入れかえて 
ずずぎまず。 


なべを本体に入れて、巧ぶたセットと巧巧□キャップを巧0つけ、 
かぶたを用め、差込みプラグを差し化む 

なべか側•本体庫内’内ぶたセット’蒸気□キヤッフの水分や異物をふき取0、なべを本体に入れまず。 


(^ ニ ュ-)を巧して、タニユーを涅ぶ 

キーを巧すごとに表示部の「▲」び移動します。 


后^^^ 


口胤白米巧きこみ imm き白米急ミ 


▲が点口 
しなびら巧動 


m が)1胁舒がパン曲!き 1 


巧洗米•金す米を巧 < 場を 


知ュうを押し、巧巧部の▲を 

巧济 3 K をな < ときは mmmi . 
をさがを巧 < ときは r 金ま米"こ 
をねなる 


• キーを巧し巧けると、メニユーぴ宮なでちみまず。口:コ巧巧 J に戻ると止まりまず。 

• じコ巧巧 J • r 白米/巧きこみ J • r お巧米」. r 巧ぶかき」 • は米」. r 雜巧米 j • 陆ま米 j は、 
—ち選んで巧なすると、巧に S び直して巧巧するまで記值をれまず。 

♦ r パン J の作り方は P . 16巧ご夕巧くだをし、。 
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W な巧9 


炊飯/再加熱ランフび点なし、炊飯開始のメ □ディー 
(ブヴ ー) び鳴りまず。表示部にのき上びりまでの目やず 
時間(分)を表示します。 


•巧ちランプが消えているか巧班して r 巧飯/再加熱」キー 
ホ巧してくだをい。巧遍ランプが点なしていると r 再加熱 J 
に人りまず。 - P .13 

•巧 S 中に現在時刻を巧りたいときは r 時刻合わせ J キー 
の▲または▼を巧してぐださい。巧 g のリチウム■おが 
切れて、現在時巧を合わせていないとをは、現を時巧は表 
巧をれません。 



•げき上がりまでの残り時間(分)は目やす 
です。実おののを上びり時間は室温•水通- 
里圧•水加減な。こよりかねります。 


♦む5しに入ると炊を上びりまでの残り時間 
を調整します。調整の巧、残 D 時間び一度に 
進んだり、戻ったりする場合びあります。 
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巧を上がりのゾ□デイー(ブザー)が鳴 D 、 保温に切0かわった S 


ずぐにご巧をほぐず 

I炊を上びると自動制こ保温に移り、保温ランプび点な 
「低剧(または「ち创）を表示しまず。 

保溫経過時間を1時間単位(けでま示します。 

すぐに巧ぐして巧巧な水巧走巧すことで、 

ご K のかたまかぺたごまちおをえます。 

♦ご巧をほぐすときは、やけどに十分就して行ってくだをい。 

•巧ち巧巧 D おして、再び保ちにすると rohj の哀示に 
房ります。 



♦巧飯な了時の報巧音は化の巧巧のしかたに切りかえる 
ことぴでをます。 - P .14 


/ 巧用後は巧巧し、是込みプラグを巧く 


炊飯の状態により、げき上びったご飯の底面びうすく編プることびあります。 
ザをつつみこんで炊くために、ご飯の中央部びややくぼむことびあります。 
連続して炊く場合や保ミ届をやめてずぐ炊く場合は60分政上をましてください。 
本体や外ぶたの温度び高いとラまく炊けません。 


み本体やかぶたを早く冷ましたい場合、下記の方法をお試しください。 

•なべに巧水を入れ、本体靡巧输ゃす 
、ノ •巧ぶたを曲け、巧ぶたセットをはずしでがか拓巧をます 

















ご飯の巧ま方つづき 


巧 K 

も、で 


ご飯びかた < 感じるとまは、次のぶラにずると 
やわ5ぎまず。 

♦炊き上びってほぐしてから、しばらく置く 
♦あらかじめ米を浸してか！5炊飯する 


1回当たりの_ 2カップ 

線呈力■の11巨 Wh 

はな し白米 J _ 137Wh 一 

省エネ法：特定が器「ち気ジヤー炊な就の測定ち法によるな値 


5いろなご巧を巧く^ 

タニュ— ■ 米、适巧メニュ 


I 無洗米 • 金す米をお使いの場合は R 8 r 無洗米 • 金芽米をが < 場合」参照 
I 無洗米•金芽米の計置は、「無洗米専用」の計置カップをご使用 <ださし)。 


:コなな 白米 〔エコ巧飯)エコ炊巧 0 .已〜 3 ’ 

白米 白米 の米/巧きこ痴 白米 0 .已〜 3 


エコ巧巧 


アドバイス 


消黃電力置をおごえてご巧を巧き上げ 
ます。かしかためになき上びります。 


巧をこみ 白米/巧洗朱 


夕 

〔白米/炊きこ咬 

または 

r 無洗米） 




具は米の質量(重さ)の30〜5096び 
お S です。 

昇まかさめに切り、米の上にのせて米 
と混ぜずにかをます。 

調ほ将はだし汁や水などで寿めて米 
に加え、水加巧したおと、なべの底から 
よくおだます。巧めなかった0、よ< 
混ぜないとおげびさつ < なった0、 

5まくかけないことびあ D まず。 


臟珠 


無洗米 C お洗米^ 白米 0.5 〜3 

誠奶 

を 

白米 ^熟成炊を') 白米 0.5 〜3 

白米急; 

£ 

白米 L 白米急速) 白米 0石〜3 


おかゆ 白米/無洗米Iおかゆ J おかゆ 



じっく。と時因をかけて米の居みを 
ひきだず メニュー でず。 ^ 

白米を早く巧きたいときに追びます。 
みしかために巧ホ上び口まず。_ 

具はザの質量(重さ)の30〜5日96び 
適星です。 

具がせめに巧り、米の上にのだて 
米と混ぜずに巧;まます。 

煮えにくし頃は、ややかなめにしてくだ 
ごい。 

H 巧巧は、おちかじめゆでるなどし、 

虫巧巧を上がってか5加えます。 

玄米.分づき米は巧けません。 

無巧が•金芽米をお使いになる場合 
でち、 r おかゆ」メニューを星ぴまず。 


玄米 玄米 [玄米； 玄米 0.5-2 


巧穀米 


雑栽米. 
白米/無洗米 


雑穀米 



金す米 金芽米 [ 金芽米） 白米 


0.己〜2 


日.己〜3 


給教米を混だる割合は、巧な置の1096 
下にします。 

お爱の種篇や配合にぶってかたさが 
異なります。 

無巧米•金芽米をお使いになる場合 
でも、「雑爲ザ」メニューを運びます。 

金芽米は無な米仕上げです。じっくりと 
時間をかけてふつく 5巧を上げまを 
-R6 


※白米をお巧し、になる場合は「白米/巧きこみ J メニュー、巧洗米をお使いになる場合は r 巧巧米 J メニューをちびまず。 
(ただし r おかめ」 - r 巧巧米」は無巧米を使用する#合でち、それぞれ r おかゆ」メニュ ー、 r 巧援米 J メニュー巧選んでくだをい 0) 


[米 

目巧メニュ- 

[水位目留1 

区瞄量(カップ觀1 


アドパイス 


s 混ぜご 巧 


おこわ 


Sfi ホ A 


押し麦’ 
白米/お洗米 


を米/がきこみ) 

まむま 

f お洗米') 



技ま 巧 米 K 芽精米后^/巧きこみ 



0.5-3 


0.5〜3 


もち米. し 白等芒が 也笔蟲米 

白米/無洗米 ' または ,を混だた場合は 
( 無洗米）かしを助 



発芽玄米. 


負種きこみ) 




• 押し麦を混ぜる割合は、炊巧量の 
呂〇始む下にします。 

側)1カップ巧飯の場合 

ホ: 0.8 カッフ/巧し麦:0.吕カッフ 

• 洗米は胚まび取れないよラ、巧しく 
手早く洗います。 

腿まは取れやすいため） 

• 具は水加巧をしたあと，ホの上に 
のせます。 

• 調味料はだし汁や水などで薄めて 
米に加え、水加減したあと、なべの 
底からよ < ミ昆せます。 

<巧巧を巧く巧合は> 

ちずきはゆでて、ちずきと煮汁に 
分け、常通にをましたものをお使い 
くだをい。煮汁は水加減の紛こ、 

水の巧わりに加えてください。_ 

. タイマー予約炊飯および30分於上 
浸しての巧巧はしないでくださし、。 

• 発芽玄米の種規こよっては、ふきこぼれ 
わり . n ま〇かけれし V — あ h まホ， 


分づき米 
(3 分づき） 


白米/巧巧米 


〔無洗米） 


ほ7裳き米 甲乱巧 0.百〜呂 

※白米をお巧いになる場合は r 白米/巧きこみ J メニュ_、無巧ホをお使いになるち合は r 無な米 J イニューを»びます。 


L I L J 

3 分づき米 し 玄米 J 

7 感光 1115 




0.5 〜2 


■ * 一* 一 — • * W ••一 "1^ 一 W •一*# 

発芽玄米機を巧用して作った凳穿玄米 
をお巧いになる場合ののを方は、発す 
を米機を巧巧している力一に直接 
巧いをわはてくだをい。 

游柄や精米度によっては、面ちこぼ 
れた0、5ま<かけない場合があ D 
ます。 

-水加巧をしてく だをい。 


巧を上が0までの時問の目やず 



エ 

Z 1 


巧 

巧 

白 




ホ 

巧 

を 



み 

m 


巧 


米 

m 

m 


巧 

击 

白 

米 


急 

巧 

お 


か 


ゆ 

を 




ホ 

m 


お 


米 

を 


ま 


米 

お 




ね* 


約己0分〜57分 
約49分〜57分 
約49分〜1時間3分 
約己巳分〜1時間2分 
約1時間9分〜1時間1日分 
約24分〜34分 
約已3分〜1時間1分 
約1時間14分〜1時間22分 
約1時間〜1時間11分 
約1時間9分〜1時間1日分 
約48分〜1時間1分 



•里圧1日 0 V ま温2□で.水温旧での場合。 

•時間は!次巧をはじめてから巧湿になるまでの時間です。また星圧ま温•き節•水加巧などによりかわります。 
♦おこわを、白米で巧く場合は「白米/炊きこみ」メニユー、無洗米でおく場合は「無洗米」メニユーを選巧してくださし、 










おめ保温高め保温 

燃 S 中に怕施 S が J キ■を巧すと、 
ns め巧活 J が r 高めほ温 J が切 D かえ 
5れまず。 

•次の巧合、 r 保温涅巧」キーを巧してち r 旧め保温」は里べません。 

プザーび旧り、自 a 的に r 高め巧涵 J になります。 

• r おかゆ」-「玄が* r 雑訓のメニューで炊飯した場合 
• 保温開始から12時間経過した場合 

• 保温のとりけしや停電などで、なべの温度び低 < なっている場合 

•工場出巧時は惟め保温」に設定されています。 

• お手入れ不足、季節や住お境による室温、かぷた①開閉、米の種類、巧米方法などにより、雑菌が繁殖しやすくなり、 
しゆなにおし、が発生ずる巧合びありまず。 

におし、が気になる場合は、 P.24 r 内側のお手入れ」を行ったを、 r 高め保温」をお使し、し化だくと効果的です。 



ほめほ沼 


•消 m 力が少なく、省エネルギー 

•かし巧めの。 S で巧逼することにより、ご霞の巧化(巧燥 • S ち)がかない 


• 呂4時間な上保•温しなし、でください。 

♦巧を上が日か5吕4時間接捆ずると情め保亂に自助脚こ切りかわります。 



高め巧通 


•かし]■めの宙 S でほ活することによ0、ご S のに巧いの巧生 S 
巧をえる 


• r 巧をこみ J • r おこわ J -r 発昇を米 J • r 分づき米巧分づき巧分づをヴ分づき) j 
をな活ずるち合は r ちめ巧活 J にして< ださい。 

(いやなにおいの発生をおさえます。） 

• r ちめ保温 J で保涵したち合でも、長時邸12時間な上)保涵すると、ご飯の 

を化によるにおし、びち生することがちります。 臣 




(とりけし11耐 


r 巧 gjse ^ •「低め保温」と r 高め保温」は、一度還んで保温すると次に選び直して保温するまで記憶されます。 
^ 自動的に r 高め保温」に移った場合は、記憶されません。 

♦保温中に現在時刻を知りたいとさは、 r 時刻合わせ」キーの®または©を巧してください。 
もう一度 r 時刻合わせ」キーを巧ずと、保温経過時間に戻ります。保温経遇時間の表示に戻さない 
場合は、次に炊飯しても表示しません。切りかえは、保温中しかできません。 

♦なべの中でご飯を保存する場合は、化ず保ミ届機能をお使いください。 

• r パン発酵」「パン焼き」メニューは保温できまはん。 
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おつたか巧加熱 


巧温中（巧め巧お•高め巧節に巧用しまず。 


• 巧通中のご飯を加熟し、よりあたたかくできます。 

铅こほめ保温中はかし括めの恩度になってし、まずので 
再加巧を利用ずると食べごろの通度になりまず。 


巧拓/号蝶 


I 严が/版細酸白 ! titiy 油巧巧 

I Iffioi. 


伽が ㈱ i ㈱ 11リン曲晒 


r 巧巧/再加紀1キ- 


巧温中のご巧をほぐし、平がこな5ず 

>ご飯びかた < なったり焦げたりすることびありまずので必ずほぐしてくだ 
さし、 

>少量のご飯を再加熱ずるとをは、茶わん1杯(約旧〇邑)当たり大さじ1の 
打ち水をしてよくほぐし、なべ中央に盛るとご飯の乾燥びやわらぎます。 
>ご巧をほぐすときは、やけどに十分ま意して行ってくだをい。 









I 〕知 織慰) 啟 I !臟き臟 

國 

鱗が妨け巧1/!ン[纪化 J 


I保ミ届ランプが点口していないときに r 炊飯/巧加熱」キーを押すと巧飯を行います。 

必ず保温ランプび点口していることを確認してから、「炊飯/再加熱林一を押してください。 
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ご巧をほぐず 


>底のご飯びかしかたくなることびあ D ますので、ご飯全体をよくほぐし、平らにします。 
•ご飯をほぐずときは、やけどに十分を意して行ってください。 


再加巧を中止して取り消し巧脚こしたいとを 

■r とりけし」キーを押す 

巧加巧を中止して保温に戻したいとを 

- r 保温選択」キーを巧す 

をのち合は再加なしなし1でくだをい 

-白米しツかのとき(お編ブや変色の原励 
•再加熱の繰り返し(お焦げやを燥の原因） 

-ご飯の量び白米の水位目盛2切上あるとき什分あたたまらなしり 
•ご飯び冷たいと志またはなベの温度びあいとき 
(お焦げやにおいの原因、またはご飯びかた < なる原因） 









—度切りかえると切りかえた報巧音は差込みフラグを抜いてを記憶されます。 


③ヴイレント巧知 

「ピー J XI 回げ 
暗った5設定完了 


②ブザー巧知 

「ピー」 X 3 回が 
鳴った5設定完了 


①メロディー律巧 

マ U リス」が 
頃った6設定売了 


穿知音を次の中か S 涅ぶことびでをまず。 


巧な]の種巧と用途: 

HI るタイミング 

夕□デイー巧知 
この製品の语準の觀音。 

工場化巧時は、この設泡こなって 
います。 

ブザー欄 

メロディー律巧をブプー 
音にをえたいと巧に。 

サイレント請巧 

觀音を消したしたをじ 

巧巧を巧巧するとを 

さ6を5星 

「ビッ」 

タイマーモ巧巧作びち了したとき 

さらを5星 

「ビッ」 

巧巧•ち加巧が巧了したとを 

アマ UU ス 

「ビー」 X 5 回 1 

鳴0ません 


1 なべを入れ、差込みプラグを差し込む 

2 远 ?) を 3 砂な上巧ず 

3 切りかえたい巧知の設定完了音び 
鳴った6切りかえ完了 


再加熱開始時のメ □ディー音は切り 
かえることびでさません。 

炊飯や • 保温中 • タイマー予約炊飯中 
は切りかえることびできません。 
操作びラま < でさないとさは再度 * f 
か5や D 直して < ださい。 


3 巧の切りか加と設定完了音 


I 報畑ホ「予約」キーを3砂攻上押すごとに①一②一③と切りがりります。 


時計は 24 時間表示です。室温などにより多み誤善を生じることびあります。 

時刻びずれているとをは、次の手順で合わせて < ださい。 

♦時刻びずれていると、予約した時間に炊を上びりません。 

♦炊飯•再加熱•ほめ保温•高め保温•タイマー予約炊飯中は、時刻合わせできません。 

例：現を時刻げ1己:01で、表巧び14:56のとま 

1 なべを入れ、是込みプラグを是し込む 

2 「時刻合わせ」キーの®または®を巧し、 

表示を現在時刻に合わせる 

時刻表示び点滅します。 

@キー: 1 分単位で進む ♦押し続けると 10 分単位で 
® キ-: 1 分単位で戻る 早送りびできまず。 

3 点滅が点抑こかわると時刻合わせ完了 

現在時刻に合わせたあと、3秒たつと点おび点灯にかわります 


時巧さねは中 


1^ミ■ - 


側を 


時が合わせち了時 


隱巧••巧 I 


類と切りかえ方 


時刻の就せ方银知音の 


切りかえ方法 


賈送巧とタイミング 


タイマーモ約巧旗 


♦タイマー予約のまえに、現在時刻を合わせて < ださい。 
一 P .14 


•食べたい時刻に自動的にご巧を巧き上げまず。2つの予お時刻を r 0 正 I J 巧約 1 )と r の旦 J (予約巧で記憶しまず。 
•工場出荷時はホの1は6:00、モ巧 S は巧:〇〇に設をされてし、ます。 


モ約時刻を設定ずる 


4 (§) を巧して r © の J (予約1)、 

■ または r 0 目 J 巧が巧を送ぶ 

モがに設定されている時刻表お•炊飯/巧加熱ランフび点滅しまず。 
•をう一度押すとモ抗2に設定されてしぶ時刻を表示します。 





巧巧して、タニューを涅ぷ 


— • r 白米急速」 • 「雜致米」•「ノでン発醒•レてン焼き」のタイマー予約 
欣飯はでをません。 

♦ r 炊きこみ」- r おこわ」のタイ7—予約炊飯はしなし巧ください。 

クまたはで、巧き上げたい時測こ合わせる 

キー:1〇分単ぬで遭む巧;キー:1〇分単位で戻る 


♦押し麻ブると 10 分游なで早送 D びできます。 

♦前回と同じ時刻で予約するときは、時刻合わせの公愛はありません。 

4 > 11 リ柳ず 

が飯/再加熱ランフび消：0し、炊を上げたい時刻と予約ランフび点口 
メ□ディー（ブヴ ー） び鳴 0 ます。 

• r 巧巧/再加病 J キーを押さないと、タイマーモ抑まち了しまだん。 



( おな A 甘 ） 巧きこみ j.r おこわ」の 貝 や 田は 巧を加えた巧巧でのタイマーホめ巧 巧は しなし、でくださし、。 

、ノ 具が巧巧したり、。巧科げ巧巧してうまく巧けないことびあります。 

• タイマー予約巧巧を取 D 消ずとさは、「とりけし!キーを巧してください。 

• 予約中に現在時刻を巧 D たいとさは、「時刻合わせ」キーの®または®を巧してくだをい。 

• タイマー予約炊巧のときは、かしやわらかめに炊き上び D まず。 

•タイマー予約が巧のとをは、巧を上びりまでの巧り時間を表示しません。 

•おすすめ時間未满で設定すると、ブヴーが鳴り、すぐに炊巧をはじめます。 

•夏場など室温が巧いときは、米の漫しすざによる腐敗を防ぐため、なるべく13時間内(無洗米•金ま米は 
B 時間な巧)で設定して< ださい。 

• 発芽玄米のタイマー予約巧働ましなし、でください。 

発芽玄米は水分を吸収しやすし、ため、うまく炊けない場合びあ D ます。 

•室湿または水湿びほいときや電圧•水加おなどにより、炊き上びり時麵こ炊き上び6なじ嗎合びあります。 













